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令和 2年度 木津川上流管内河川レンジャー会議 

議 事 要 旨 
 

新型コロナウイルス感染症拡大のため、書面会議の形式で実施した。 

 

(開催要領) 

  開催日(議決日)：令和 3年 3月 8日(月)   

   

(議事次第) 

1. 令和 3年度 河川レンジャー年間活動計画(案) 

2. 令和 3年度 河川レンジャー実施スケジュール(案) 

 

(出席者の氏名) 

【委員】 
河 川 レ ン ジ ャ ー：西河川レンジャー 
              池田河川レンジャー 

須藤河川レンジャー 
   自 治 体：三重県伊賀建設事務所事業推進室流域課長  
                 独立行政法人水資源機構木津川ダム総合管理所管理課長 

伊賀市建設部企画管理課長 
名張市都市整備部道路河川室長 

   国 土 交 通 省：木津川上流河川事務所管理課長 
木津川上流河川事務所伊賀上野出張所長 
木津川上流河川事務所名張川出張所長 

 

(議事内容) 

 1.開会 

   

2.議題 

   (1) 令和 3年度河川レンジャー年間活動計画(案)及び実施スケジュール(案)について 

      →令和 3 年度河川レンジャー年間活動計画(案)及び実施スケジュール(案)について全

委員の承認を得た。 

 

 3.閉会 
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資料1

                         

分　　類 氏　名
ふ り が な

備考

自　治　体

伊賀市建設部企画管理課長

名張市都市整備部道路河川室長

池田
いけだ

　裕
ひろし河川

レンジャー

西
にし

　祐治
ゆうじ

須藤
すどう

　怜
さとし

所　　属　　等

伊集院
いじゅういん

　時
とき

仁
ひと

三重県伊賀建設事務所事業推進室流域課長

独立行政法人水資源機構
　　　木津川ダム総合管理所管理課長

水谷
みずたに

　亨
とおる

石飛
いしとび

　隆司
たかし

令和2年度 木津川上流管内河川レンジャー会議　委員名簿　

レ
ン
ジ
ャ
ー
会
議
　
委
員

令和元年度から任命

平成20年度から任命

福田
ふくだ

　康彦
やすひこ

国土交通省近畿地方整備局
　　　木津川上流河川事務所管理課長

平成24年度から任命

廣瀬
ひろせ　

　真由
まさよし

明見
あけみ

　章史
しょうじ

国土交通省

森本
もりもと

　智文
ともふみ

国土交通省近畿地方整備局
　　　木津川上流河川事務所伊賀上野出張所長

国土交通省近畿地方整備局
　　　木津川上流河川事務所名張川出張所長

tamazaki-chiaki
テキスト ボックス
目次に戻る
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令和2年度 河川レンジャー活動報告
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令和2年度河川レンジャー年間活動計画 上段:計画/下段:実績

活動
No

担当
レンジャー

活動名 実施日時 開催場所
募集人数
参加人数

備考

名張かわまち事業参画
かわまちイベントの川を楽しむ体験活動

令和2年5月上旬
（5月連休期間中）
10:00～15:00
（5.0時間）

やなせ宿及び
周辺名張川

※名張まちづくり協議会に
募集は一任

※名張まちづくり協議会
及びやなせ宿との連携

- - - -
※新型コロナウイルス感
染症拡大防止のため活動
中止

忍者岳登山（柘植川源流探検）
令和2年5月17日(日）

8:00～15:30
(7.5時間)

忍者岳
（三重県伊賀市）

20名

- - - -
※新型コロナウイルス感
染症拡大防止のため活動
中止

名張かわまち事業参画と名張川ホタル観賞
会

令和2年6月中旬
6/6(土)or13(土)
19:00～21:00
（2.0時間）

やなせ宿及び
周辺名張川

※名張まちづくり協議会に
募集は一任

※名張まちづくり協議会
及びやなせ宿との連携

- - - -
※新型コロナウイルス感
染症拡大防止のため活動
中止

巨大な池の歴史を探る
(柘植の池巡り＋関西鉄道＋大杣山登山＋
忍者)

令和2年6月14日(日）
11:00～16:30
(5.5時間)

柘植周辺
（三重県伊賀市）

25名

- - - -
※新型コロナウイルス感
染症拡大防止のため活動
中止

学校教育への参画①
着衣水泳体験学習

令和2年7月上旬

（計6.0時間）

伊賀市立
依那古小学校
（予定）

※小学校に一任
1～6年生の見込み

依那古小学校　着衣水泳体験学習
令和2年7月31日(金)
9:00～10:00
(1.0時間)

伊賀市立
依那古小学校

101人

※新型コロナウイルス感
染症拡大防止のため体験
学習は中止し、学習会の
み実施

川下り、カヌー体験

令和2年7月下旬
7/25(土)or7/26(日)
10:00～15:00
（5.0時間）

伊賀市依那古沖～
市部地区

木津川河川敷
40人

川下り・カヌー体験 - - -
※河川の水位が高いため
中止

木津川のいきもの展①
（木津川ミニ水族館）

令和2年8月1日(土)
～8月30日(日)
10:00～17:00

名張市旧細川邸
やなせ宿

中蔵ギャラリー
展示のみのため募集なし

変更なし
展示期間

令和2年8月4日(火)
～8月27日(木)

変更なし 展示のみのため参加者なし

西R2-3

西

池田

R2-1 西

池田

西

R2-2

R2-4

R2-5

R2-6

R2-7 須藤



令和2年度河川レンジャー年間活動計画 上段:計画/下段:実績

活動
No

担当
レンジャー

活動名 実施日時 開催場所
募集人数
参加人数

備考

木津川源流体験

令和2年8月上旬
8/1(土)2(日)8(土)9(日)10(

祝)の1日のみ
10:00～15:00
（5.0時間）

伊賀市奥馬野
ライトピア大山田周辺

40人

変更なし - - -
※新型コロナウイルス感
染症拡大防止のため活動
中止

名張川水生生物調査

令和2年8月下旬
8/22(土)or23(日)
13:00～15:00
（2.0時間）

やなせ展示
令和2年8月1日(土)
～8月30日(日)

名張市旧細川邸やなせ宿
及び名張川河川敷

展示は中蔵ギャラリー

50人

変更なし
展示期間

令和2年8月2日(日)
～8月27日(木)

名張市旧細川邸
やなせ宿

中蔵ギャラリー
展示のみのため参加者なし

※新型コロナウイルス感
染症拡大防止のため名張
川水生生物調査は中止、
やなせ宿での展示のみ実
施

学校教育への参画②
柘植川流域学習

令和2年8～9月予定
13:00～17:00
（4.0時間）

伊賀市立
柘植小学校
（予定）

※小学校に一任

- - - -
※新型コロナウイルス感
染症拡大防止のため活動
中止

木津川水系水生生物調査

令和2年9月
5日(土)or12日(土)
13:00～15:00
（2.0時間）

木津川河川敷
(予定)

20名

- - - -
※新型コロナウイルス感
染症拡大防止のため活動
中止

三峰山登山（名張川源流探検）
令和2年9月6日(日）
8:00～15:30
(7.5時間)

三峰山
（奈良県御杖村）

20人

変更なし - - -
※新型コロナウイルス感
染症拡大防止のため活動
中止

木津川のいきもの展②
（木津川ミニ水族館）

令和2年10月5日(月)
～10月16日(金)

伊賀市・名張市役所など
の公共施設内

展示のみのため募集なし

変更なし
展示期間

令和2年10月20日(火)
～11月10日(火)

名張市民センター
1F　エントランス

展示のみのため参加者なし

鎧・兜岳縦走(青蓮寺川を山上より眺める
登山)

令和2年10月11日(日）
9:30～15:30
(6時間)

鎧岳・兜岳
(奈良県曽爾村)

20人

- - - -
※新型コロナウイルス感
染症拡大防止のため活動
中止

西R2-9

西

R2-14 池田

R2-11 須藤

R2-8

西R2-10

R2-12 池田

R2-13 須藤



令和2年度河川レンジャー年間活動計画 上段:計画/下段:実績

活動
No

担当
レンジャー

活動名 実施日時 開催場所
募集人数
参加人数

備考

学校教育への参画③
上野遊水地学習

令和2年11～12月予定
10:00～12:30
（2.5時間）

伊賀市立
上野北小学校

（新居・長田統合）
及び

集中管理センター

　※小学校に一任

上野北小学校遊水地学習
令和2年12月18日(金)
10:45～12:15
（1.5時間）

伊賀市立
上野北小学校

31人
※新型コロナウイルス感
染症拡大防止のため学習
会のみ実施

木津川のいきもの展③
（木津川ミニ水族館）

令和2年12月14日(月)
～12月25日(金)

伊賀市・名張市役所など
の公共施設内

展示のみのため募集なし

変更なし
展示期間

令和3年2月9日(火)
～2月22日(月)

伊賀市役所
1F　市民スペース

展示のみのため参加者なし

R2-15 西

R2-16 須藤
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活動No R2-1 実施河川レンジャー 西河川レンジャー

活動名
名張かわまち事業参画

かわまちイベントの川を楽しむ体験活動

実施日 ※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止

実施場所 -

活動目的
名張かわまち事業のイベントの中で、川に親しみ、川を楽しむ活動を行い、かわまちの取組に関連
して川づくり、まちづくりに参画する。

参加者 - 名

活動内容

①

②

講師 -

感想
考察

-

1



講師 -

感想
考察

-

参加者 - 名

活動内容

①

②

実施日 ※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止

実施場所 -

活動目的
忍者岳に柘植川源流があることを学ぶ。忍者岳に登り伊賀・甲賀忍者について学ぶ。忍者が修行し
たように参加者も修行する。尾根歩きの際の山からの眺望の素晴らしさを知る。植物を学び自然を
含めた様々な事を学ぶ。源流でパックテストを使った水質調査を体験する。

活動No R2-2 実施河川レンジャー 池田河川レンジャー

活動名 忍者岳登山（柘植川源流探検）

2



講師 -

感想
考察

-

参加者 - 名

活動内容

①

②

実施日 ※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止

実施場所 -

活動目的

名張川及びやなせ水路を飛び交うホタルを探す中で名張川の豊かな自然を再認識し、ホタルが棲む
環境を知ることによって河川保護・自然保護を考える機会を提供する。またホタル再生に向けた生
息環境の改善についても考える機会とし、名張かわまち事業での川と親しむ川づくり、まちづくり
に参画する。

活動No R2-3 実施河川レンジャー 西河川レンジャー

活動名 名張かわまち事業参画と名張川ホタル観賞会

3



講師 -

感想
考察

-

参加者 - 名

活動内容

①

②

実施日 ※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止

実施場所 -

活動目的

伊賀市柘植にある池を巡る。池は河川と密接に関係している。稲作作りには欠かせないもの。大杣
池、鴉山池、竹谷池を歩き、巨大な池がなぜ造られたのか歴史を学ぶ。同時に周辺は関西鉄道の遺
跡が残る。それも見学したい。さらに、役の行者も大杣山に鎮座しており修験道のことも学び忍者
に発祥した経緯を学ぶ。

活動No R2-4 実施河川レンジャー 池田河川レンジャー

活動名
巨大な池の歴史を探る

(柘植の池巡り＋関西鉄道＋大杣山登山＋忍者)

4



　子どもの水難事故が毎年発生している状況の中で、小学校での水泳の授業の中で着衣水泳の体験
学習を提案し、着衣で泳ぐことの難しさを知ってもらい、子どもの水難事故防止の一環として、学
校教育に参画した。
　保護者に対しては、PTAの救難救助学習会の場での啓発と夏休み前にチラシを作成配布し、子ど
もと保護者に対する啓発を実施した。

参加者
101名
（1年:9名、2年:10名、3年:14名、4年:17名、5年:17名、6年:16名、教職員:18名）

活動内容

①小学校児童に向けた、水の安全に対する啓発　9:00～10:00　　　

・溺れそうになった際の“浮いて待つ”の安全姿勢について
・川の事故、危険な場所等について
・川に遊び前や川遊び中の注意事項について

活動No R2-5 実施河川レンジャー 西河川レンジャー

活動名 依那古小学校　着衣水泳体験学習

実施日 令和2年7月31日(金)　9:00～10:00

実施場所 依那古小学校　体育館

活動目的

講師 無

感想
考察

◆活動全般について

　コロナ禍の中で、学校現場での制約もあり、中止する事もやむを得ないと考えていたが、学校長
から夏休み前の全校生徒が集まる機会の中で、子ども達に指導して欲しいとの要望を受け対応し
た。学校長を始め、これまでの繋がりや子ども達の安全を考える学校側の想いの中で、機会を与え
てもらえたことは河川レンジャーとしても有難いことで、講話と言う形ではあったが最低限の活動
は出来たと考えます。

◆活動目的の達成状況について (アンケート調査結果等より)

　終了後、直ぐに夏休みに入ったこともあり、アンケートや教室での話し合いは未実施で児童の意
見の集約は出来ていません。

◆活動運営状況について (要員間の連絡体制や安全管理体制の評価)

　全校集会でも学校側の指導により、コロナの感染予防対策で一人ひとり間隔をあけて座り、会話
も無く静かな中で児童に対して、過去の事故の様子や、川の危険な所や注意する事を説明したが、
今までにない状況の中での講話活動であった為児童の反応もなく、どの程度児童の理解を得られた
かは解らない状況で困惑するっばかりであったが、前記したように教職員の意見としては理解でき
たと言う話もあり、必要最小限の対応で実施できたと思います。

5



安全姿勢の体験 水難事故状況・川での注意点の説明

参加者
意見

（小学生の感想）
　今回は特別に終業式最終日の全校集会で実施、アンケート等未実施

（教員の感想）
　終了後の学校長、教頭との話の中では、下記意見をいただいた。
・本来であればプールでの実体験をさせてやりたかったが残念であった。
・事故件数や発生状況などは、子どもにも伝わったと思う。
・教職員自体も詳しく知らなかった内容もあり、今後の学校教育の中で生かしていきたい。

活動状況

水難事故状況・川での注意点の説明 安全姿勢の体験

6



‐

活動内容

②カヌー体験と水生生物調査

①川下り体験

講師 無

‐

川下り・カヌー体験

実施日 令和2年7月25日（土）　※河川の水位が高いため活動中止

実施場所

参加者 - 名

参加者に川の中を歩いてもらい、川底が滑る事や急に深さが変わる事、流れの強さを体験してもら
う。その体験の中からどうすれば安全に川と付き合えるのか、自分の身を守る事の難しさを体験し
てもらう。また水際調査や、川遊びとしてカヌー体験も行いどうすれば川を楽しむ事が出来るかを
体験してもらう。
保護者の方にも一緒に活動に参加してもらい、家族でのふれあいや助け合いの大切さについても考
えてもらうきっかけ作りと、川と触れ合いで川の事・環境の事を考えるきっかけ作りにつなげても
らう。

◆活動全般について

　水位の上昇はあらかじめ予想がついたため、実施できそうであれば前日に集中的に準備する事で
事前準備を最低限として進めた。
新型コロナウイルスの感染陽性者の増加傾向にあり、更には７月～８月度で伊賀管内でも陽性者が
増加し結果的には中止判断は致し方ないと判断された。

◆活動目的の達成状況について (アンケート調査結果等より)

　未実施の為、アンケート無し。

◆活動運営状況について (要員間の連絡体制や安全管理体制の評価)

　上記の活動全般についてに同じ。

感想
考察

活動No R2-6 実施河川レンジャー 西河川レンジャー

活動名

伊賀市沖(～市部地区内)　木津川河川敷

活動目的

7



参加者
意見

中止の為、参加者意見なし。
連絡時、残念という声はあったが、状況判断を説明し了解していただいた。

活動状況

伊賀市の広報 名張市の広報

広報チラシ等
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　※2020年夏休みの活動案内・募集チラシは添付の内容　　　

広報チラシ等
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実施日 令和2年8月4日(火)～8月27日(木)　9:00～17:00　　※展示を実施

活動No R2-7 実施河川レンジャー 須藤河川レンジャー

活動名 木津川のいきもの展①（木津川ミニ水族館）

実施場所 名張市旧細川邸　やなせ宿　中蔵ギャラリー

活動目的

身近にある川にはどんな生き物がどんな暮らしをしているのか実際に見てもらい河川に興味を持っ
てもらうきっかけ作りをする。
生物+河川環境+人との関わりを展示テーマに展示生物を選定し、小さな水族館のように楽しむ中で
興味を持ってもらう。

活動内容

①水槽展示及び河川レンジャー活動紹介　(8月度中)

・木津川に住む生き物の水槽展示
・河川レンジャーの活動紹介
・川の安全に関する啓発展示

参加者 - 名

講師 無

感想
考察

◆活動全般について

　従来の河川レンジャーとしての活動と異なり、イベントやワークショップとしての活動ではなく
期間を設けての展示という形で実施した。初回ということもあり資材調達・保管・展示生物の調
達・ストックなどの点では大いに手間取ることになったが、なんとか達成することができた。
コロナ渦中ということもあり一度に人を集めてやるイベントが難しい現状の中ではこういった形の
イベントも継続させていくことは少しでも多くの人に河川について知ってもらうためには有効だと
思われる。
反面今回の展示では生体の展示とパネル展示したにすぎないため、環境教育という面では大いに不
足している。今後、展示の充実（より興味を持ってもらえるような水槽展示の追加、レンジャーが
不在でも楽しめるようなワークシートの設置など）や機会を見て、水槽を含めた会場でのワーク
ショップを企画していきたい。

◆活動目的の達成状況について (アンケート調査結果等より)

今回アンケートは実施できなかったが、複数回来場者に展示解説をする機会があった。やはり身近
な川であってもそこにどんな生き物がいるのかを知らない人が多い。一方で高齢の方などは昔地元
の川で遊んだことも多いためとても詳しい方もいらっしゃった。世代により川との接点が大きく異
なることを感じた。
今後、無くなってしまっている河との接点を活動の中で少しでも広げていければと思う。

◆活動運営状況について (要員間の連絡体制や安全管理体制の評価)

　今回は協力要員特にいなかった為、展示現場及び河川事務所との連絡のみで完結していた。今後
の拡大する機会があれば徐々に体制を構築していきたい。
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参加者
意見

展示のみのため、アンケートはなし

活動状況

展示場所：やなせ宿　 出入口外観

室内外観 室内外観

展示水槽①：サワガニ 展示水槽②：ナマズ
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広報チラシ等

名張市の広報

やなせ通信
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①木津川源流体験

令和2年8月9日(日)　　※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止

- 名

講師

実施場所

-

活動目的

実施日

木津川源流体験

活動内容

大山田地区　奥馬野・馬野川　ライトピア大山田周辺

参加者

②上流域の自然学習

活動No R2-8 実施河川レンジャー 西河川レンジャー

活動名

　源流の上流域での源流体験を行い、渓流での水の流れや沢登りの体験の中で、川遊びの楽しさを
体験すると共に、木津川源流の自然に触れ自然の素晴らしさを体験し自然を大切にする心を学んで
もらう。
また急流を歩く事で水流の強さや川の怖さを感じてもらい、自分の身を守る事の難しさを体験活動
の中から体験してもらう。
保護者の方にも一緒に活動に参加してもらい、家族でのふれあいや助け合いの大切さについても考
えてもらうきっかけ作りにつなげてもらう。

無

◆活動全般について

　感染予防処置として対応策を検討して活動準備を進めていたが、新型コロナウイルスの感染陽性
者が増加傾向にあり、更には７月～８月度に伊賀管内でも陽性者が増加し、活動自粛として中止と
なった。

◆活動目的の達成状況について (アンケート調査結果等より)
　
　中止の為、アンケート結果は無し。

◆活動運営状況について (要員間の連絡体制や安全管理体制の評価)

　本年度の実施に向けては、安全対策と合わせて、新型コロナウイルスの感染予防策も事務局と相
談をしながら進めましたが、中止判断が下った為、開催せずに中止としました。
　昨年度も同様に、安全確保の為の装備としてヘルメットを「NPO法人川に学ぶ体験活動協議会」
に借用手配をしたが、ヘルメットの借用は前金で振り込みを行い、実際に使用するしないに

-

感想
考察
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広報チラシ等

伊賀市の広報 名張市の広報

活動状況

中止の為、参加者意見なし。
尚、昨年も中止しており、中止連絡時に「残念でした。」「日程変更での開催はないのか？」と
いった声もあったが、新型コロナウイルスの感染拡大を防止するためとして理解を得た。

参加者
意見

感想
考察

関係なく先に費用を振り込んでおり、中止判断で使用しなかったものの、送付手配をされた後での
判断となった為借用料・送料・返送料が発生しています。事前の確認を再三させていただきました
が、中止判断が直前となり経費発生となりました。１週間早く、判断をいただいていればキャンセ
ルは利かなかったとしても、送付に関わる経費は発生しなかったと思いますので、今後は的確な状
況判断をお願いしたいと思いました。
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広報チラシ等

　※2020年夏休みの活動案内・募集チラシは添付の内容　　　
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活動目的

　名張川に触れ、水生生物調査をとおして川を覗いて自然に触れる中で、名張の自然の状態を知
り、河川環境保護について考える機会を提供する。
また水辺での注意事項を説明し安全な川遊びや、ダムの放水時の対応などを理解してもらう機会と
する。
　やなせ宿のギャラリーを借用して、８月の１か月間、河川レンジャーの活動展示を行い、活動の
ＰＲと合わせ名張川・木津川の自然に触れる機会を提供する。

参加者 ‐名

①水生生物調査

活動内容

講師 -

名張市旧細川邸やなせ宿　及び　名張川河川敷
(展示はやなせ宿内　中蔵ギャラリー)

活動No R2-9 実施河川レンジャー 西河川レンジャー

活動名
名張川水生生物調査

※やなせ宿での河川レンジャー活動紹介と啓発展示を含む

実施日

(名張川水生生物調査)
　令和2年8月22日(土)　　　※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止

(やなせ宿　蔵ギャラリー　木津川のいきもの紹介･河川レンジャー活動紹介)
　令和2年8月2日(日)～8月27日(木)

実施場所

感想
考察

◆活動全般について

　水生生物調査に関しては、新型コロナウイルスの関係で中止とした。
　活動展示では、別活動の着衣水泳にかんする啓発の際に作成した資料をパネル大に拡大して展示
したが常時その場にいて説明は出来ない為、どの程度の方が興味をもって見てくれたかどうかは解
らない。見ていただいた方には、何らかの警鐘をならすきっかけになったと思っている。

◆活動目的の達成状況について (アンケート調査結果等より)

　未実施の為、アンケート無し

◆活動運営状況について (要員間の連絡体制や安全管理体制の評価)

　中止とした為、特にコメントなし。

‐

・木津川の生き物の水槽展示
・河川レンジャーの活動紹介
・川の安全に関する啓発展示

②河川レンジャー活動紹介　(8月度中)
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参加者
意見

中止の為、参加者意見なし。
連絡時、新型コロナウイルスの感染拡大を防止するためとして理解を得た。

中蔵ギャラリーでの展示⑤ 中蔵ギャラリーでの展示⑥

中蔵ギャラリーでの展示④

活動状況

中蔵ギャラリーでの展示① 中蔵ギャラリーでの展示②

中蔵ギャラリーでの展示③
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伊賀市の広報 名張市の広報

広報チラシ等

やなせ通信 名張市の広報
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広報チラシ等

　※2020年夏休みの活動案内・募集チラシは添付の内容　　　
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講師 -

感想
考察

-

参加者 - 名

活動内容

①

②

実施日 ※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止

実施場所 -

活動目的
小学校の環境学習に関連して、柘植川の流域での川の様子の変化を観察し河川と地域の関り、産業
や生活、文化などについて学校プログラムの中で学校教育に参画対応する。

活動No R2-10 実施河川レンジャー 西河川レンジャー

活動名 学校教育への参画②　柘植川流域学習
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-

活動目的
川に触れる、川で遊ぶ機会の少ない現在において生き物を通じて川で遊ぶことの楽しさと同時に気
を付けるべきリスクについて学んでもらう。また身近にある川が現在どういった状況にあるのかを
知ってもらう。

参加者 - 名

活動内容

-

①

②

活動No R2-11 実施河川レンジャー 須藤河川レンジャー

活動名

感想
考察

-

木津川水系水生生物調査

実施日 ※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止

実施場所

講師
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広報チラシ等

　※2020年夏休みの活動案内・募集チラシは添付の内容　　　

伊賀市の広報 名張市の広報
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参加者
意見

活動中止のため、参加者意見は無し

-

活動No R2-12 実施河川レンジャー 池田河川レンジャー

活動名

令和2年9月6日(日)　※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止実施日

三峰山登山(名張川源流探検)
 -忍者も使った薬草の宝庫、三峰山で修行-

三峰山（奈良県御杖村）

活動目的

参加者 - 名

活動内容

①名張川源流の探索・薬用植物と三峰山の学習

実施場所

-

②木津川上流および名張川についての学習

-

講師

初心者にも登りやすく、日本三百名山の一つ三峰山に名張川の源流がある。古来より人は薬草植物
をどのように活用してきたのかを、忍者の子孫である薬剤師と忍者研究家という立場から説明す
る。また、中央構造線にあたる三峰山を地理的に考える。「薬草植物」と「忍者」をキーワード
に、木津川上流の源流に興味を持ってもらう修行登山。

感想
考察

◆活動全般について

　コロナ禍で中止は仕方がないが、少人数であれば、実施可能だとも思ったが、上からの指示では
致し方ない。来年度はぜひ実施したいものである。
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活動状況

伊賀市の広報 名張市の広報

広報チラシ等
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広報チラシ等

　※2020年夏休みの活動案内・募集チラシは添付の内容　　　
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感想
考察

◆活動全般について

　2回目の展示ということで設営・撤収などに関しては1回目に比べるとスムーズに完了することが
できた。事前に水槽を立ち上げていたことや資材の大半を確保できていたことが大きかった。
コロナ渦ということで今回もワークショップなどの実施はできなかったが、前回に比べてより多く
の人の目に触れることができる場での展示をすることは出来た。また新規で追加した水槽の維持や
途中で発生した魚の病気（コイ：白点病が発症したが塩水浴及び一酸化塩素薬による治療）への対
応も問題なく行えた。来年度の実施に際してはコロナでの対応を予め視野に入れて活動を計画した
い。

◆活動目的の達成状況について (アンケート調査結果等より)

今回もアンケートは実施できなかったが、複数回来場者に展示解説をする機会があった。やはり身
近な川であってもそこにどんな生き物がいるのかを知らない人が多い。一方で高齢の方などは昔地
元の川で遊んだことも多いためとても詳しい方もいらっしゃり名張での地方名などを聞く機会も
あった。設営会場のスタッフにも親しんでいただけたようで再度の展示をお声がけしていただくこ
ともあった。

◆活動運営状況について (要員間の連絡体制や安全管理体制の評価)

　今回は協力要員特にいなかった為、展示現場及び河川事務所との連絡のみで完結していた。今後
拡大する機会があれば徐々に体制を構築していきたい。

参加者 - 名

活動内容

①水槽展示及び河川レンジャー活動紹介　

・木津川に住む生き物の水槽展示
・河川レンジャーの活動紹介

講師 無

実施日 令和2年10月20日(火)～11月10日(火)　9:00～22:00　　※展示を実施

実施場所 名張市民センター　1F　エントランス

活動目的

身近にある川にはどんな生き物がどんな暮らしをしているのか実際に見てもらい河川に興味を持っ
てもらうきっかけ作りをする。
生物+河川環境+人との関わりを展示テーマに展示生物を選定し、小さな水族館のように楽しむ中で
興味を持ってもらう。

活動No R2-13 実施河川レンジャー 須藤河川レンジャー

活動名 木津川のいきもの展②（木津川ミニ水族館）
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展示水槽①：コイ 展示水槽②：カワムツ

展示水槽③：ヌマエビ

参加者
意見

展示のみのため、アンケートはなし

活動状況

展示場所：名張市民センター　 展示全景
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講師 -

感想
考察

-

参加者 - 名

活動内容

①

②

実施日 ※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止

実施場所 -

活動目的
戦国武将を彷彿させる山名の鎧岳、兜岳で忍者修行を行い、木津川上流の青蓮寺川を山上より見下
ろし川の蛇行等を観察し、二つの山の植物観察を行う。赤目四十八滝保勝会、伊賀薬剤師会、伊賀
忍者研究会の協力をお願いし、とりわけ小学生に参加をうながし川を含む自然を学んでもらう。

活動No R2-14 実施河川レンジャー 池田河川レンジャー

活動名 鎧・兜岳縦走(青蓮寺川を山上より眺める登山)
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講師 無

感想
考察

◆活動全般について

　本年度は出前講座の形式で活動を行った。授業の中では昨年同様に、遊水地学習だけでなく木津
川の誕生から淀川とのつながりや地域の歴史、昔の人の食文化や川を通じての流通についても説明
した。
災害状況の説明、また管理センターの説明について、河川レンジャーの方で説明はしたが十分な説
明ができたかどうか不安な部分もあるが、アンケート結果を見ると説明としては十分であったかと
思います。

◆活動目的の達成状況について (アンケート調査結果等より)

　従来もそうであるが、児童の学習成果としては「遊水地の仕組みや役割」「大雨が降っても洪水
が起こらない様にしている遊水地の大切さ」を学んでもらうきっかけになったと思います。
また昔の木津川の様子や下流とのつながり、川の歴史についても学んでもらえたと思います。
　少し驚きましたが、学校長自身が木津川の名前の由来だとか遊水地の事をよく知らなかったと言
う事実があり児童だけでなく教職員や教育に関わる人達への教宣活動も必要であると感じた。

◆活動運営状況について (要員間の連絡体制や安全管理体制の評価)

　今回はコロナ禍の中での活動であり、学校側からも最少人数で実施て欲しいとの要望があった。
新型コロナウイルス感染症対策として学校内での活動とし、コロナ感染予防対策を踏まえて安全管
理を行いながら開催した。

参加者 31名

活動内容

①遊水地学習　10:45～11:45

・過去の災害と遊水地の役割についての学習
・集中管理センターの施設説明

②新居遊水地見学　11:45～12:15

・遊水地等の写真を用いて説明
・小学校の教室内から遊水地の見学

実施日 令和2年12月18日(金)　10:45～12:15

実施場所 上野北小学校（５年生教室）　　※旧新居小、長田小統合校

活動目的
上野北小学校の５年生の授業の中で行われている環境・防災学習の中で遊水地学習の機会があり、
河川レンジャーとしても授業に参画して、遊水地に関する理解を求め、防災意識・環境意識の啓発
につなげていく。

活動No R2-15 実施河川レンジャー 西河川レンジャー

活動名 上野北小学校遊水地学習

29



参加者
意見

○木津川と私達の生活について
・木津川が伊賀市の青山高原を源流として三重・京都を通って大阪の川につながる川だと知って
びっくりした。
・木津川の最初は小さな湧き水が源流だと聞いてびっくりしました。
・木津川の名前の意味を知り、昔は川を遡って物を運んでいたことに驚いた。
・木津川に昔、漁師さんがいて、アユやコイ、ドジョウも食べていたことにびっくりした。

○遊水地について
・遊水地の仕組みを見たり聞いたりして初めて知りました。
・いつも見る遊水地が災害を守る為のものだと初めて知った。
・川が溢れた時のために遊水地があって安心した。
・遊水地がこんなに大切ということを知りました。
・昔はたくさんの災害や大変なことがあったけれど、工夫をしていくと安全になってきていると思
いました。
・遊水地の話を聞いて、過去には大きな災害が起こっていても、これからはそうならないなと思い
ました。

○防災について
・伊賀市は水害が多くて、川はきれいだけど危ないことを知りました。
・川によって台風１３号などの大きな災害が伊賀市でもでていることにびっくりしました。
・川は良い所だと思っていたけど、台風の時は川の水が増えて溺れるかもしれないので怖い場所だ
と知った。
・川は良いなと思います。でも台風で大きな被害が起きるのも嫌だなと思いました。
・こういう勉強も詳しく知りたいと思いました。
・流れの早いところでは浅くても流されたりしないと思っていたけど、浅くても流されたりするん
だと思った。
・これからは気を付けてあまり大雨の時には外に出ない様にしようと思いました。
・家族と一緒に災害時の行動などの話をしようと思った。

活動状況

上野北小学校教室で出前講座の様子 上野北小学校教室で出前講座の様子

上野北小学校教室で出前講座の様子 上野北小学校教室で出前講座の様子
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感想
考察

◆活動全般について

過去2回の活動場所に比べ、頻繁に人の出入りが多かった為より多くの人に水槽・活動紹介のパネ
ルを見てもらうことができた。また、メンテナンス時には観覧者に対し解説や紹介する機会がこれ
までよりも多くあった。場所がら子供より大人の方が多かったが、子供たちにも見せてあげたいと
いう声が多かった為、設置場所に関し今後の参考にしたいと思う。

◆活動目的の達成状況について (アンケート調査結果等より)

アンケートは未実施だったが、中日新聞（伊賀・名張版）の取材も1件入り電話での取材対応も行
ない、小さいながら掲載していただくこともできた。活動を知ってもらうという点においては過去
2回よりも達成できていたのではないかと思う。

◆活動運営状況について (要員間の連絡体制や安全管理体制の評価)

今回は協力要員特にいなかった為、展示現場及び河川事務所との連絡のみで完結していた。今後拡
大する機会があれば徐々に体制を構築していきたい。

参加者 - 名

活動内容

①水槽展示及び河川レンジャー活動紹介　

・木津川に住む生き物の水槽展示
・河川レンジャーの活動紹介

講師 無

実施日 令和3年2月9日(火)～2月22日(月)　9:00～17:00　　※展示を実施

実施場所 伊賀市役所　市民スペース

活動目的

身近にある川にはどんな生き物がどんな暮らしをしているのか実際に見てもらい河川に興味を持っ
てもらうきっかけ作りをする。
生物+河川環境+人との関わりを展示テーマに展示生物を選定し、小さな水族館のように楽しむ中で
興味を持ってもらう。

活動No R2-16 実施河川レンジャー 須藤河川レンジャー

活動名 木津川のいきもの展③（木津川ミニ水族館）
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展示水槽①：オイカワ 展示水槽②：カワムツ、ズナガニゴイ、ギンブナ

展示水槽③：ヌマエビ 河川レンジャー活動紹介

参加者
意見

展示のみのため、アンケートはなし

活動状況

展示場所 展示全景
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令和2年度 河川レンジャー活動・講座等 アンケート集計結果
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令和2年度　木津川上流管内河川レンジャー活動・講座等　アンケート集計結果
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活動No 回答No 通し№ 「川」について感じていることや思っていること

R2-15 1 1 昔はどじょうもたべてたんだと感動した。

R2-15 2 2 いつもよく見る遊水地がぼくたちのために災害を守るのが初めて知った。

R2-15 3 3 木津川のげんりゅうは小さなわき水だとしっておどろきました。

R2-15 4 4 家族と一緒に災害時の行動やそなえを話し合っておく

R2-15 5 5 木津川が大阪につながっていることが、びっくりしました。

R2-15 6 6 木津川の名前の由来を知ってびっくりした。

R2-15 7 7 木津川の名前の由来が城を作るために木を運び、津(港)まで運んだ川というのにおどろいた。

R2-15 8 8 木津川で石や木を運んでいたことがすごいと思った。木津川はとても長くてびっくりした。

R2-15 9 9 木津川・・・最初は小さな湧き水が源流だったこと

R2-15 10 10 木津川・つげ川・宇治川が合流して淀川になること

R2-15 11 11 源流は小さな湧き水だということにびっくりした

R2-15 12 12 木津川にも漁師さんが居たことにビックリしました。

R2-15 13 13 まわりはてつぼうで囲まれているのが遊水地をはじめて知りました。

R2-15 14 14 木や石などを川を使って他のところにとどけていたということにびっくりしました。

R2-15 15 15 川を使って木や石をはこんでいたこと。

R2-15 16 16 木津川の下流は砂が多いときいてびっくりした

R2-15 17 17 川はいろんなことに使われてびっくりしました。

R2-15 18 18 川を使って物を運んでいたということが一番びっくりしました。

R2-15 19 19 木津川は風車のまん中ぐらいからつながっていると聞いてびっくりしました。

R2-15 20 20 木津川だけで、とても水がつかったことにびっくりしました。

R2-15 21 21 木津川の名前に意味を知ってびっくりした。

R2-15 22 22 木津川には昔、漁師さんがいたことがびっくりした。

R2-15 23 23 ゆうすいちはぜんこくに500こあると、びっくりしたし、10ばん目ぐらい大きいと、びっくりしました。

R2-15 24 24 雨がふったときなどは、はいらないようにしようと思った。

R2-15 25 25 木津川が三重県伊賀市青山高原を源流として、三重、京都を通り、大阪の川につながる川だと知ってびっくりした

R2-15 26 26 川があふれたときのために遊水地があって安心した

R2-15 27 27
・川に漁師がいたことがびっくりした。
・アユやコイをたべれることがびっくりしました。

R2-15 28 28 特にありません

R2-15 29 29 船が川を逆流することにおどろいた



活動No 回答No 通し№ 河川レンジャーに期待すること

R2-15 1 1 なし

R2-15 2 2 とくになし

R2-15 3 3 川のことや遊水地のことをもっとひろめてがんばってください!

R2-15 4 4 とくになし

R2-15 5 5 特にありません

R2-15 6 6 川をきれいにする

R2-15 7 7 とくにない

R2-15 8 8 特にないです。

R2-15 9 9 川の生き物は全部で何種類ぐらいいるのか

R2-15 10 10 特にありません

R2-15 11 11 特にない

R2-15 12 12 ありません

R2-15 13 13 とくになし

R2-15 14 14 特になし

R2-15 15 15 とくになし

R2-15 16 16 特にない

R2-15 17 17 特にない

R2-15 18 18 とくにありません

R2-15 19 19 特にないです。

R2-15 20 20 特にありません

R2-15 21 21 とくになし。

R2-15 22 22 特にありません

R2-15 23 23 とくにありません

R2-15 24 24 特にありません

R2-15 25 25 特にない

R2-15 26 26 とくにありません

R2-15 27 27 特にない

R2-15 28 28 特にありません

R2-15 29 29 なし



活動No 回答No 通し№ 感想・意見

R2-15 1 1 前は、災害のひ害が大きかったけど、これだけ遊水地やいろんな物をつくったりしたから、もう大じょうぶなのかなと思った。

R2-15 2 2 青山高原は家族で風車を見に行ったことがあるけど、まさかそこが木津川の源流だと知ってちょっとびっっくりした。

R2-15 3 3
話を聞いて伊賀市は水害災害が多くて川はすごいけれどあぶないことを知りました。
遊水地がこんなに大切ということを知りました。

R2-15 4 4 かぞくでいっしょに話しておいたほうがいいと思った

R2-15 5 5 木津川が大阪につながっていることにおどろいたし、源流が小さな湧き水ということもおどろきました。

R2-15 6 6
・遊水地のしくみを見たり、聞いたりして初めて知りました。
・遊水地にためられる水が多くてびっくりしました。
・洪水災害の話を聞いて少しこわいと思いました。

R2-15 7 7 話を聞いて、災害のおそろしさを改めて知った。

R2-15 8 8
・遊水地は、どんな役目があるのかあまりよく分かってなかったけど、話を聞いて遊水地の役わりとかがよく分かった。
・昔は、木津川に17人の漁師がいたことがびっくりした。

R2-15 9 9
1番ひどい洪水災害だと、2.52ｍの水が家の中に入ってきて、家の1階のほとんどがつかってしまったと言っていた時は、とても信じ
られなかったです。
だけど、パンフレット(遊水地ってなんだろう？)を見た時に「本当なんだなぁ」と思いました。

R2-15 10 10
西さんの話を聞いて、全部ていねいに話をしてくれて「どうして木津川とつけられたのか」や○×クイズをしてくれて楽しかったで
す。

R2-15 11 11 遊水地は全国に約5000個ぐらいあるのに上野遊水地は全国で10番目くらいに大きいと知ってびっくりしました。

R2-15 12 12 川は良いなと思います。でも台風で大きなひがいが起きるのはいやだなと思いました。

R2-15 13 13
昔から木津川の名前をついているのを初めて知りました。
あと、あゆ、こいのおさしみ、どじょうで生活をしていて「すごいな」と思いました。

R2-15 14 14
川によって台風13号などの大きな災害が伊賀市でもでてることにびっくりしました。今は遊水地があって大きな災害はでてないけ
ど念のために災害が起きた時の備えをしようと思いました。

R2-15 15 15
私は、木津川にあまり興味がありませんでしたが、昔の話などを聞かせてもらったり、災害のそなえなども教えてもらって、少し興
味がもてました。

R2-15 16 16 伊賀市に大きな災害があったときいてびっくりした。

R2-15 17 17 昔、伊賀市には何回も大きな災害が起きたことを知ってびっくりしました。

R2-15 18 18
上野遊水地にためることができる水の量や集中かんりセンターの事を聞いて少し安心しました。木津川に漁師さんが17人もいたと
聞いて、アユやコイ、ドジョウ以外にどんなのをつっていたのかなと思ったし、川に漁師さんがいたことにびっくりしました。
「残念石」という石も見れるなら見てみたいと思いました。

R2-15 19 19 西さんの話を聞いて、過去に大きい災害が起こっていてこれからそういうふうにならないといいなと思います。

R2-15 20 20
昭和34年9月26日に起きた伊勢わん台風で16100000m2しん水したけど、今ではだいたい2300万m2で伊勢わん台風のときよりも
洪水に対応できることがすごいと思いました。

R2-15 21 21 川のことが想像以上にむずかしいことだった。

R2-15 22 22
はなしを聞く前は、流れが速いところでは、浅くても流されたりしないと思っていたけど、はなしを聞いていたら流れが速いところで
は、浅くても、流されたりするんだなと思ってこれからは、気をつけて、あまり大雨のときは、外に出ないようにしようと思いました。

R2-15 23 23

昔はたくさんのさいがいやたいへんなことがあったけれどだんだんくふうをしていくと、昔よりはさいがいなどが、少しましになってき
ていると思いました。
上のようなさいがいなど、あることによって、わたしは川や海などがこわくなりました。
また、こういう、べんきょうもくわしくしたいと思いました!!

R2-15 24 24 上野遊水地にためられる量が900m3と聞いてすごく多くてびっくりしました。

R2-15 25 25 木津川は下流では「砂の川」と呼ばれていることを初めて知ったので、なんで「砂の川」って呼ばれているのかもっと知りたい。

R2-15 26 26 約65年前に大きな水害があったことを知って心配したけど、遊水地があるので安心した。

R2-15 27 27
・よっぽどひどい災害だったら、名前がつけられるんだと初めて知りました。
・伊賀でもこんなに大きな災害があったということを知ってすごいこわいなと思いました。
・川は、いいなと思っていたけど川で災害がおこったことをこわいと思いました。

R2-15 28 28 すごいでっかい災害がおこったんだな～と思った。

R2-15 29 29
川はいいばしょだとおもっていたけど、本当はこわいばしょだとしった。
台風がきたとき川の水のりょうがふえておぼれるかもしれないから。
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令和3年度河川レンジャー年間活動計画(案)

活動
No

担当
レン
ジャー

活動名(仮称) 実施予定日時 開催予定場所
活動目的
活動内容

参加予定人数
募集方法

新型コロナウイルス
感染症対策

必要な支援
概算
費用

備考

R3-1 池田
忍者岳登山（柘植川源流
探検）

令和3年5月9日(日）
8:00～15:30
(7.5時間)

忍者岳
（三重県伊賀市）

【活動目的】
忍者岳に柘植川源流があることを学ぶ。忍者岳に登り伊賀・甲賀忍者について
学ぶ。忍者が修行したように参加者も修行する。尾根歩きの際の山からの眺望
の素晴らしさを知る。植物を学び自然を含めた様々な事を学ぶ。源流でパック
テストを使った水質調査を体験する。

【活動内容】
・忍者岳の植物観察する。
・柘植川源流で水質調査、下流と比較する。
・忍者岳で忍者修行する。

【参加予定人数】
15名(小学校高学年以
上)但し小学生は保護者
同伴
　
【募集方法】
FACEBOOK
チラシ

・受付時の体温測定
・手洗い、アルコール
消毒依頼
・マスク着用依頼
・ソーシャルディスタ
ンス確保依頼
・募集人数を最大15名
程度までにする

・スタッフ及び講師 1万円
登山に耐えられる体力
と服装は必須。
予備日 5月23日(日)

R3-2 須藤

木津川のいきもの展①
（木津川ミニ水族館）

(展示は西レンジャーと
合同で実施予定)

令和3年5月9日(日)～
6月30日(水)
9:00～22:00

(展示施設の開館時間に
合わせる)

名張市民センター
エントランスホール

【活動目的】
身近にある川にはどんな生き物がどんな暮らしをしているのか実際に見てもら
い河川に興味を持ってもらうきっかけ作りをする。
生物+河川環境+人との関わりを展示テーマに展示生物を選定し、小さな水族館
のように楽しむ中で興味を持ってもらう。

【活動内容】
・公共施設内での水槽展示及びパネルによる河川レンジャー活動紹介
・コロナ渦の状況を鑑みて、可能であれば展示を利用したワークショップを検
討

【参加予定人数】
公共施設での期間展示
の為、不特定多数の閲
覧者を想定

【募集方法】
市報及びインターネッ
トなどでの告知

・マスクの着用やソー
シャルディスタンス確
保協力の掲示。
・消毒用アルコールの
設置。

・協力スタッフ要請
・開催場所協力要請
・資材保管場所協力
・ストックヤード場
所協力
・資材など搬出入な
どの為の車両手配
・河川レンジャー活
動紹介の情報パネル
などの提供

12万円

・今年度より新規追加
したい水槽の購入を検
討。概算費用が他の予
定よりも高く見積もっ
ているのはそのためで
す。
・これまで自家用車の
みで搬入及び撤収作業
にあたっていたが活動
時間が非常に長くなっ
てしまうためレンタ
カーの使用または河川
事務所で使用できる車
両の検討をお願いした
い。
・開催期間中に維持管
理の為の作業に入る必
要がある。

R3-3 西

名張川再生に向けた啓発
とホタル観賞会

(やなせ祭りでの啓発展
示等も含む)

令和3年6月
12日(土)or13日(日)

10:00～21:00
（11.0時間）

やなせ宿及び
周辺名張川

【活動目的】
名張市と住民で進められている「名張かわまちづくり協議会・川まちプラン」
の取組に係わり、名張川のやなせ宿周辺の流域を昔のようにのホタルが飛び交
う川への再生を目的に、環境改善やホタルが棲める川づくりを住民と一緒に考
える。

【活動内容】
・やなせ宿の「やなせ祭り」の中で、啓発や展示や関連する活動展示を実施。
・ホタルの生態学習とホタル再生に向けた取り組み（カワニナの投入）
・名張川周辺（やなせ宿～宇流冨志禰神社下周辺を予定）でのホタル散策
※やなせ水路からの落水路の水質改善に向けた環境整備も考える。

【参加予定人数】
ホタル観賞会
…親子で30名程度

【募集方法】
※名張まちづくり協議
会に募集は一任

・受付時の体温測定
・手洗い、アルコール
消毒依頼
・マスク着用依頼
・ソーシャルディスタ
ンス確保依頼
・学習会は屋外で実施

かわまちづくり協議
会、名張まちづくり
協議会、及びやなせ
宿との連携

3万円

6月のやなせ祭に合わ
せた形で日程調整を進
めるが、観賞会はホタ
ルの飛翔のタイミング
を見て調整
----------
かわまちで計画されて
いる事業やイベントと
関連した形で実施でき
るのであれば検討協議
する。

R3-4 池田
伊賀のため池を探る
(柘植の池巡り＋関西鉄
道＋大杣山登山＋忍者)

令和3年6月13日(日）
11:00～16:30
(5.5時間)

柘植周辺
（三重県伊賀市）

【活動目的】
伊賀市柘植にある池を巡る。池は河川と密接に関係している。稲作作りには欠
かせないもの。大杣池、鴉山池、竹谷池を歩き、巨大な池がなぜ造られたのか
歴史を学ぶ。同時に周辺は関西鉄道の遺跡が残る。それも見学したい。さら
に、役の行者も大杣山に鎮座しており修験道のことも学び忍者に発祥した経緯
を学ぶ。
【活動内容】
・水質調査　池を歩き巡る。
・柘植の薬草植物・毒草の観察する。
・大杣山に登り柘植川源流を確認し、忍者修行をする。
・関西鉄道の歴史を学ぶ。

【参加予定人数】
15名(小学校低学年以
上) 但し小学生は保護
者同伴
　
【募集方法】
FACEBOOK
チラシ

・受付時の体温測定
・手洗い、アルコール
消毒依頼
・マスク着用依頼
・ソーシャルディスタ
ンス確保依頼
・募集人数を最大15名
程度までにする

・スタッフ及び講師 1万円 予備日 6月20日(日)

1



令和3年度河川レンジャー年間活動計画(案)

活動
No

担当
レン
ジャー

活動名(仮称) 実施予定日時 開催予定場所
活動目的
活動内容

参加予定人数
募集方法

新型コロナウイルス
感染症対策

必要な支援
概算
費用

備考

R3-5 西

学校教育への参画①
着衣水泳体験学習

※学年毎に1日もしくは2
日に分けて実施

令和3年7月上旬

（計6.0時間）

伊賀市立
依那古小学校

（予定）

【活動目的】
小学校での水泳の授業の中で着衣水泳の体験学習を提案し、着衣で泳ぐことの
難しさを知ってもらい、子どもの水難事故防止の一環として学校教育に参画す
る。

【活動内容】
・着衣水泳体験（水着での水泳、着衣での水泳を比較体験）
・ペットボトルでの浮遊体験
・ライフジャケット着用での安全教育

【参加予定人数】
依那古小1～6年生児童
（75名見込）及び教職
員若干名。

【募集方法】
学校教育の一環であり
募集は行わない。

※学校側の基準に準ず
る

・小学校と個別調整
・指導協力者調整

2万円

保護者(PTA)にも呼び
かけ希望者の見学も調
整する。
雨天で実施できない場
合は夏休み前の全校集
会で講座を実施する。
----------
伊賀市内他校からの要
請があれば、可能な範
囲で対応する。

R3-6 西

木津川源流体験①

※人数制限の関係で同一
活動を2回計画

①令和3年7月
24日(土)or25日(日)

10:00～15:00
（5.0時間）

※一般参加者対象

伊賀市奥馬野
ライトピア大山田周

辺

【活動目的】
参加者に川の中を実際に歩いてもらい、川底が滑る事や急に深さが変わる事、
水の流れの強さを体験してもらう。その中からどうすれば安全に川と付き合え
るのか、川を楽しむことが出来るかを学んでもらう。そして活動の中で自然の
豊かさを感じ、環境を守ることの必要性を学んでもらう。

【活動内容】
・馬野川の上流をトレッキングし、源流シャワークライミング体験を行う。
　（水量他の状況を見てトレッキング体験に変更あり）

【参加予定人数】
一般は小学生と保護者
を合わせて30名程度
※２回計60名程度を予
定

【募集方法】
　夏休み前のチラシ
　広報等で募集

・受付時の体温測定
・手洗い、アルコール
消毒依頼
・マスク着用依頼（河
川内では未着用）
・ソーシャルディスタ
ンス確保依頼
・着替等での三密防止
（間隔をとり入替制）

・ﾗｲﾌｼﾞｬｹｯﾄ借用
・ヘルメット借用
・ﾗｲﾄﾋﾟｱ大山田調整
・交流会場所調整
・協力スタッフ要請

10万円

活動を2週に分けた場
合ヘルメットレンタル
の期間が長くなる為
RACからの借用できな
い場合は別の業者にも
当たり参加者の安全確
保を最優先として準備
する。
複数回での計画として
中止判断となった場合
片方だけがが中止にな
ることも考えられ計画
段階で予備日も設定す
る。

②令和3年7月31日(土)
or8月1日(日)
10:00～15:00
（5.0時間）

※一般参加者対象

【活動目的】
参加者に川の中を実際に歩いてもらい、川底が滑る事や急に深さが変わる事、
水の流れの強さを体験してもらう。その中からどうすれば安全に川と付き合え
るのか、川を楽しむことが出来るかを学んでもらう。そして活動の中で自然の
豊かさを感じ、環境を守ることの必要性を学んでもらう。

【活動内容】
・馬野川の上流をトレッキングし、源流シャワークライミング体験を行う。
（水量他の状況を見てトレッキング体験に変更あり）

【参加予定人数】
一般は小学生と保護者
を合わせて30名程度
※２回計60名程度を予
定

【募集方法】
　夏休み前のチラシ
　広報等で募集

③令和3年7月末～
8月上旬

10:00～15:00
（5.0時間）

※下流レンジャーや下
流域の活動団体向け

【活動目的】
淀川管内河川レンジャーの中で体験活動を主体として活動しているレンジャー
また活動団体を対象に、上～中～下流域の交流を広げる目的で体験交流会を企
画する。
川に入り川の持つ危険性を体験してもらって、今後の活動のつなげてもらうと
ともに、木津川上流の自然の豊かさを感じてもらいながら情報交流を行う。

【活動内容】
・馬野川の上流をトレッキングし、源流シャワークライミング体験を行う。
（水量他の状況を見てトレッキング体験に変更あり）
・上流と下流の意見交換会

【参加予定人数】
関係者、小学生と
保護者を合わせて
30名程度
※人数枠を割り当てて
参加団体で調整して
もらう

【募集方法】
下流のレンジャー他
活動団体に一任

10万円

活動を2週に分けた場
合ヘルメットレンタル
の期間が長くなる為
RACからの借用できな
い場合は別の業者にも
当たり参加者の安全確
保を最優先として準備
する。
複数回での計画として
中止判断となった場合
片方だけがが中止にな
ることも考えられ計画
段階で予備日も設定す
る。
尚、日程がとれない場
合③の交流は中止す
る。

西R3-7

木津川源流体験②

※人数制限の関係で同一
活動を2回計画

伊賀市奥馬野
ライトピア大山田周

辺

・受付時の体温測定
・手洗い、アルコール
消毒依頼
・マスク着用依頼（河
川内では未着用）
・ソーシャルディスタ
ンス確保依頼
・着替等での三密防止
（間隔をとり入替制）

・ﾗｲﾌｼﾞｬｹｯﾄ借用
・ヘルメット借用
・ﾗｲﾄﾋﾟｱ大山田調整
・交流会場所調整
・協力スタッフ要請
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令和3年度河川レンジャー年間活動計画(案)

活動
No

担当
レン
ジャー

活動名(仮称) 実施予定日時 開催予定場所
活動目的
活動内容

参加予定人数
募集方法

新型コロナウイルス
感染症対策

必要な支援
概算
費用

備考

R3-8 須藤

木津川のいきもの展②
（木津川ミニ水族館）

(展示は西レンジャーと
合同で実施予定)

令和3年8月1日(日)～
8月31日(火)
10:00～17:00

(展示施設の開館時間に
合わせる)

名張市　やなせ宿
（旧細川邸宅）

【活動目的】
身近にある川にはどんな生き物がどんな暮らしをしているのか実際に見てもら
い河川に興味を持ってもらうきっかけ作りをする。
生物+河川環境+人との関わりを展示テーマに展示生物を選定し、小さな水族館
のように楽しむ中で興味を持ってもらう。
夏休み期間中にやなせ宿の中蔵ギャラリーを利用して河川レンジャーの活動紹
介や啓発展示を行い、川と人とのつながりを考えてもらう機会とする。

【活動内容】
・公共施設内での水槽展示及びパネルによる河川レンジャー活動紹介
・河川保護、環境保護に関する啓発展示
・コロナ渦の状況を鑑みて、可能であれば展示を利用したワークショップを検
討

【参加予定人数】
公共施設での期間展示
の為、不特定多数の閲
覧者を想定

【募集方法】
市報及びインターネッ
トなどでの告知

・マスクの着用やソー
シャルディスタンス確
保協力の掲示。
・消毒用アルコールの
設置。

・協力スタッフ要請
・開催場所協力要請
・資材保管場所協力
・ストックヤード場
所協力
・資材など搬出入な
どの為の車両手配
・河川レンジャー活
動紹介の情報パネル
などの提供

1.5万円

・これまで自家用車の
みで搬入及び撤収作業
にあたっていたが活動
時間が非常に長くなっ
てしまうためレンタ
カーの使用または河川
事務所で使用できる車
両の検討をお願いした
い。
・開催期間中に維持管
理の為の作業に入る必
要がある。
・啓発展示に関して
は、木津川上流河川事
務所、行政関係部署か
らも積極的な参画をお
願いする。展示の紹介
はやなせ宿広報で紹介
を依頼。

R3-9 西 名張川水生生物調査

令和3年8月
21日(土)or22日(日)

13:00～15:00
（2.0時間）

名張市旧細川邸
やなせ宿及び
名張川河川敷

【活動目的】
名張川の川に触れ、水生生物調査として川を覗いて自然に触れる中で、名張の
自然の状態を知り、河川環境保護について考える機会を提供し川と親しむ体験
の場を提供する。
合わせて水辺で注意することを説明し、安全な川遊びやダムの放水時の対応な
どを理解してもらう機会とする。

【活動内容】
・水生生物調査（新町橋下でのガサガサ調査）
・環境学習（調査生物からの環境評価とパックテスト）
・川遊びとダムの放流に関する注意事項の教育
※名張かわまち事業の取組に関連する内容があれば加える。

・一般募集
小学生と保護者を合わ
せて30名程度

・受付時の体温測定
・手洗い、アルコール
消毒依頼
・マスク着用依頼(河川
内でも極力着用を依頼)
・ソーシャルディスタ
ンス確保依頼(間隔をと
る･入替制など)
・学習会は屋外で実施
・調査備品は専用化

(水生生物調査)
・ﾗｲﾌｼﾞｬｹｯﾄ借用
・調査講師依頼
・テント、机借用
・開催場所協力要請
・協力スタッフ要請

7万円

やなせ宿のあゆ祭りと
の共催を計画するが、
漁業組合「鮎バトル」
の日程の関係で問題が
ある場合は日程・開催
場所を調整。
（宇陀川道の駅周辺、
あるいは薦原地区等）

R3-10 西
学校教育への参画②

柘植川流域学習

令和3年8月～9月予定
13:00～17:00
（4.0時間）

伊賀市立
柘植小学校
（予定）

【活動目的】
小学校の環境学習に関連して、柘植川の流域での川の様子の変化を観察し河川
と地域の関り、産業や生活、文化などについて学校プログラムの中で学校教育
に参画対応する。

【活動内容】
・柘植川源流見学
・流域散策での観察と学習
・川の歴史、過去の災害などの学習

※小学校に一任
※学校側の基準に準ず
る

・小学校と個別調整
・指導、協力者調整

10万円
一昨年の内容を精査し
地域との連携も検討。

R3-11 須藤
木津川水系水生生物調査

令和3年9月
4日(土)or11日(土)

13:00～15:00
（2.0時間）

木津川河川敷
(猪田神社近郊)

【活動目的】
川に触れる、川で遊ぶ機会の少ない現在において生き物を通じて川で遊ぶこと
の楽しさと同時に気を付けるべきリスクについて学んでもらう。また身近にあ
る川が現在どういった状況にあるのかを知ってもらう。

【活動内容】
水生生物調査
・環境学習（調査生物からの環境評価とパックテスト）
・河川保護、環境保護に関する啓発展示

【参加予定人数】
小学生+保護者合わせて
10名程度

【募集方法】
一般募集

・受付時の体温測定
・手洗い、アルコール
消毒依頼
・マスクの着用依頼
・ソーシャルディスタ
ンス確保依頼
・実施可能な場合、講
師のフェイスガードの
購入検討

(木津川水生生物調
査)
・ライフジャケット
借用
・水生生物調査講師
依頼
・テント、机借用
・開催場所協力要請
・協力スタッフ要請

5万円
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令和3年度河川レンジャー年間活動計画(案)

活動
No

担当
レン
ジャー

活動名(仮称) 実施予定日時 開催予定場所
活動目的
活動内容

参加予定人数
募集方法

新型コロナウイルス
感染症対策

必要な支援
概算
費用

備考

R3-12 池田
三峰山登山（名張川源流
探検）

令和3年9月5日(日）
8:00～15:30
(7.5時間)

三峰山
（奈良県御杖村）

【活動目的】
秋の三峰山の素晴らしさを知る。三峰山は名張川の源流があることを知る。薬
草植物、毒草を学ぶ。三峰山が修験の地であったことを学ぶ。忍者が修行した
山なので参加者も山登り修行する。中央構造線を学ぶ。

【活動内容】
・名張川源流で水質調査　下流と比較する
・薬草植物・毒草の観察
・柘植の忍者を学ぶ

【参加予定人数】
15名(小学校低学年以
上) 但し小学生は保護
者同伴
　
【募集方法】
FACEBOOK
小学校にチラシ

・受付時の体温測定
・手洗い、アルコール
消毒依頼
・マスク着用依頼
・ソーシャルディスタ
ンス確保依頼
・募集人数を最大15名
程度までにする

・スタッフ及び講師 1万円 予備日 9月12日(日)

R3-13 須藤

木津川のいきもの展③
（木津川ミニ水族館）

(展示は西レンジャーと
合同で実施予定)

令和3年10月1日(金)～
10月29日(金)
8:30～17:00

(展示施設の開館時間に
合わせる)

伊賀市役所
１階市民スペース

【活動目的】
身近にある川にはどんな生き物がどんな暮らしをしているのか実際に見てもら
い河川に興味を持ってもらうきっかけ作りをする。
生物+河川環境+人との関わりを展示テーマに展示生物を選定し、小さな水族館
のように楽しむ中で興味を持ってもらう。

【活動内容】
・公共施設内での水槽展示及びパネルによる河川レンジャー活動紹介
・コロナ渦の状況を鑑みて、可能であれば展示を利用したワークショップを検
討

【参加予定人数】
公共施設での期間展示
の為、不特定多数の閲
覧者を想定

【募集方法】
市報及びインターネッ
トなどでの告知

・マスクの着用やソー
シャルディスタンス確
保協力の掲示。
・消毒用アルコールの
設置。

・協力スタッフ要請
・開催場所協力要請
・資材保管場所協力
・ストックヤード場
所協力
・資材など搬出入な
どの為の車両手配
・河川レンジャー活
動紹介の情報パネル
などの提供

1.5万円

・これまで自家用車の
みで搬入及び撤収作業
にあたっていたが活動
時間が非常に長くなっ
てしまうためレンタ
カーの使用または河川
事務所で使用できる車
両の検討をお願いした
い。
・開催期間中に維持管
理の為の作業に入る必
要がある。

R3-14 池田
鎧・兜岳縦走(青蓮寺川
を山上より眺める登山)

令和3年10月10日(日）
9:30～15:30

(6時間)

鎧岳・兜岳
(奈良県曽爾村)

【活動目的】
戦国武将を彷彿させる山名の鎧岳、兜岳で忍者修行を行い、木津川上流の青蓮
寺川を山上より見下ろし川の蛇行等を観察し、二つの山の植物観察を行う。赤
目四十八滝保勝会、伊賀薬剤師会、伊賀忍者研究会の協力をお願いし、とりわ
け小学生に参加をうながし川を含む自然を学んでもらう。

【活動内容】
・青蓮寺川を山頂から観察
・鎧岳・兜岳の植物観察
・鎧岳・兜岳で忍者修行
・源流で水質調査　下流と比較する

【参加予定人数】
15名(小学生低学年以
上) 但し小学生は保護
者同伴
　
【募集方法】
FACEBOOK
小学校にチラシ

・受付時の体温測定
・手洗い、アルコール
消毒依頼
・マスク着用依頼
・ソーシャルディスタ
ンス確保依頼
・募集人数を最大15名
程度までにする

・スタッフ及び講師 1万円

登山に耐えられる体力
と服装は必須。
予備日 10月17日(日)

※活動の参加者によっ
て鎧岳のみに、あるい
は、兜のみに変更す
る。

R3-15 西
学校教育への参画③

上野遊水地学習

令和3年11月～12月予定
10:00～12:30
（2.5時間）

伊賀市立
上野北小学校

及び
集中管理センター

【活動目的】
総合的な学習の時間及び理科の時間の中で学習する上野遊水地と河川に関する
学習に参画し、遊水地他の見学会を開催し伊賀市における遊水地の役割や、人
と川のつながりについて学んでもらう。

【活動内容】
・上野遊水地集中管理センターの見学
・新居遊水地他の実地見学
・川の歴史、過去の災害などの学習
※長田小学校との統合の関係もあり、遊水地見学場所等は必要に応じて調整

※小学校に一任
※学校側の基準に準ず
る

・小学校と個別調整
・指導協力者調整

10万円

コロナ感染拡大の状況
によっては、令和2年
度と同様に出前講座の
形の対応を検討する。

R3-16 須藤

木津川のいきもの展④
（木津川ミニ水族館）

(展示は西レンジャーと
合同で実施予定)

令和3年12月1日(水)～
12月15日(水)
9:00～17:00

(展示施設の開館時間に
合わせる)

伊賀市　図書館
(予定)

【活動目的】
身近にある川にはどんな生き物がどんな暮らしをしているのか実際に見てもら
い河川に興味を持ってもらうきっかけ作りをする。
生物+河川環境+人との関わりを展示テーマに展示生物を選定し、小さな水族館
のように楽しむ中で興味を持ってもらう。

【活動内容】
・公共施設内での水槽展示及びパネルによる河川レンジャー活動紹介
・コロナ渦の状況を鑑みて、可能であれば展示を利用したワークショップを検
討

【参加予定人数】
公共施設での期間展示
の為、不特定多数の閲
覧者を想定

【募集方法】
市報及びインターネッ
トなどでの告知

・マスクの着用やソー
シャルディスタンス確
保協力の掲示。
・消毒用アルコールの
設置。

・協力スタッフ要請
・開催場所協力要請
・資材保管場所協力
・ストックヤード場
所協力
・資材など搬出入な
どの為の車両手配
・河川レンジャー活
動紹介の情報パネル
などの提供

1.5万円

・これまで自家用車の
みで搬入及び撤収作業
にあたっていたが活動
時間が非常に長くなっ
てしまうためレンタ
カーの使用または河川
事務所で使用できる車
両の検討をお願いした
い。
・開催期間中に維持管
理の為の作業に入る必
要がある。
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令和3年度河川レンジャー年間活動計画(案)

活動
No

担当
レン
ジャー

活動名(仮称) 実施予定日時 開催予定場所
活動目的
活動内容

参加予定人数
募集方法

新型コロナウイルス
感染症対策

必要な支援
概算
費用

備考

西
池田
須藤

学校教育プログラムへの
組み込み

未定 名張市・伊賀市内

※伊賀市・名張市小学
校へ教育プログラムへ
の組み込みPRを継続
学校より依頼があれ
ば、要望に応じた内容
で学習会を実施

西
池田
須藤

自治体等が開催する行事
との連携

未定 名張市・伊賀市内
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資料-5

令和3年度 実施スケジュール(案)

tamazaki-chiaki
テキスト ボックス
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令和3.3月

令和3年5月上旬

令和3年9月下旬

令和3年11月下旬

令和3年12月中旬

令和4年1月下旬

令和4年2月下旬

 新規河川ﾚﾝｼﾞｬｰの募集開始(～令和3年9月下旬まで)

活動実施
(令和4年.3月まで)

 令和3年度　ﾚﾝｼﾞｬｰ会議
　●河川ﾚﾝｼﾞｬｰ年間活動計画(令和4年度)の決定

令和3年度
年間活動計画(案)

作成

4月

 令和2年度　ﾚﾝｼﾞｬｰ会議
　●河川ﾚﾝｼﾞｬｰ年間活動計画(R3年度)の決定

7月

9月

令和4年度
年間活動計画(案)

作成

R4年度新規河川ﾚﾝｼﾞｬｰ

令和3年度　木津川上流管内河川レンジャー　実施スケジュール(案)

運営内容 現河川ﾚﾝｼﾞｬｰ(3名)年月

令
和
4
年

12月

1月

8月

2月

令
和
3
年

3月

5月

6月

 活動実施(令和4年.4月～令和5年.3月まで)

活動報告

令和4年度
年間活動計画(案)

作成

講座受講 講座受講

活動報告 ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ

任命(再任) 任命

 新規河川ﾚﾝｼﾞｬｰの募集締切

 ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ

 河川ﾚﾝｼﾞｬｰ養成講座

3月

10月

 河川ﾚﾝｼﾞｬｰの任命(事務所長)

11月

令和3年度　推薦委員会
　●河川ﾚﾝｼﾞｬｰ予定者の決定(新規・再任)
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